
 - 1 - 

海岸功労者一覧 

 

功績区分 

事     項 
推薦者 

番号 都道府県 
個人 

団体 
氏名・団体名 

海岸の水防

活動等及び 

海岸愛護 

1 
茨城県東茨城郡

大洗町 
個人 小野瀬

お の せ

 祐一
ゆういち

 茨城県 

海岸愛護 

2 宮城県名取市 団体 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 名取
な と り

ハマボウフウの会
かい

 東北地整 

3 富山県射水市 団体 海老江
え び え

海浜
かいひん

公園
こうえん

美化
び か

委員会
い い ん か い

 富山県 

4 山口県防府市 団体 富
との

海
み

地区
ち く

社会
しゃかい

福祉協議会
ふくしきょうぎかい

 山口県 

5 高知県土佐市 団体 JAとさし新居
に い

支所
し し ょ

「浜辺
は ま べ

の駅
えき

南風
ま ぜ

の郷
さと

」 四国地整 

6 高知県高知市 団体 高知県
こ う ち け ん

マリン協会
きょうかい

 四国地整 

7 愛媛県伊予市 団体 天理教
てんりき ょ う

 伊豫分
い よ ぶ ん

教会
きょうかい

 愛媛県 

8 長崎県長崎市 団体 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 長崎
ながさき

ビーチサービス 長崎県 

9 
鹿児島県 

鹿屋市 
個人 村田

む ら た

 和郎
かずろう

 鹿児島県 

都道府県（２個人・４団体） 

                 地方整備局（３団体） 

                   合 計 （２個人・７団体） ９件 
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海岸功労者功績調書 

                                 （敬称略）                             

Ⅰ．海岸の水防活動等及び海岸愛護（１個人） 

番号 都道府県 個人又は団体別 氏名又は団体名 

１ 茨城県 個人 小野瀬
お の せ

 祐一
ゆういち

  

(功績概要) 

 同氏は元プロサーファーの技術と経験を活かし、指導者として、大洗海岸を訪れるサー

ファーに対し、マナーアップの向上と注意喚起、安全のためのルール作りと指導、海岸事

故防止に積極的に取り組んでいる。また、同氏は、台風時期等の高潮時において、行政機

関と連携し、沿岸パトロールを行い、これまでサーファーだけでなく海岸を利用する人々

の海難事故防止や人命救助活動等を行ってきたところである。さらに、これまで 30年以上

にわたり、大洗町が定期的に実施（4月、6月、9月、12月）する「町内クリーン作戦」並

びに同氏が主催する定例（毎月）「ビーチクリ―ン」の参加による海岸清掃活動を通じ、海

岸利用のマナーアップの向上と美しく安全な海岸環境の保全に努め、地域住民の海岸環境

保全意識の向上に尽力された。 

 

２．海岸愛護（１個人、７団体） 

番号 都道府県 個人又は団体別 氏名又は団体名 

２ 宮城県 団体 
特定非営利活動法人 名取

な と り

ハマボウフウの会
かい

 

（会長  今野
こ ん の

 義
よし

正
まさ

） 

(功績概要) 

同団体は、名取海岸を中心に海浜植生の保護育成や海岸環境保全を目的とし、平成 13年

8月に設立。約 100名の会員並びに地元住民等の参加により、名取川から仙台空港にかけて

4km、約 1ｈａの保護区で活動しており、毎年 6 月には幼苗の移植会、11 月には種まき会

を実施し、平成 22年には累計約 2万 4千本の苗の移植等を行ってきたが、東日本大震災に

より壊滅的な被害を受けた。被災後は残存したハマボウフウの保護・移植を再開するとと

もに散在したゴミ等の海岸清掃を通し、海岸環境の保全・回復に貢献している。また、各

種団体との交流、産学官との連携による海岸環境保全啓発事業を行っており、それらの活

動は同震災で疲弊した地域を元気にし、心の復興と海岸環境保全の向上に尽力された。 

 

番号 都道府県 個人又は団体別 氏名又は団体名 

３ 富山県 団体 
海老江
え び え

海浜
かいひん

公園
こうえん

美化
び か

委員会
いいんかい

 

（委員長  大久保
お お く ぼ

 辰男
た つ お

） 

(功績概要) 

同団体は、平成 18 年から海水浴場の監視や背後地の芝生広場の除草や芝刈り、約 3ｋｍ

の海岸清掃活動などを 140名で実施している。 

例年海水浴シーズンは、毎日清掃を行い、年間を通しても除草や防除を積極的に実施し

ており、海岸の環境美化に大いに貢献している。また、海水浴場の監視、海岸の巡視活動

も実施し、海岸の環境美化及び安全管理に尽力された。 
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番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

４ 山口県 団体 
富
との

海
み

地区
ち く

社会
しゃかい

福祉協議会
ふくしきょうぎかい

 

 （会長  津穐
つ あ き

 敬
ゆき

信
のぶ

） 

(功績概要) 

 同団体は、瀬戸内海国立公園区域に近接し、遠浅な砂浜が 350ｍ続く富海地区海水浴場を

昭和 61年から毎年、海水浴シーズン前に、地域の各種団体や小中学校をはじめ、自衛隊や

市役所職員、企業ボランティア等の約 500 名を超える参加者とともに、リフレッシュ瀬戸

内の一環として「富海クリーン作戦」を展開し、海水浴場と周辺の清掃活動を行うなど、

海浜の環境美化と保全に尽力された。 

 

番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

５ 高知県 団体 
ＪＡとさし新居

に い

支所
し し ょ

「浜辺
は ま べ

の駅
えき

南風
ま ぜ

の郷
さと

」 

 （運営委員長  横山
よこやま

 岩人
いわひと

） 

(功績概要) 

同団体は、平成 17年 8月より国土交通省主催の「高知海岸パートナーシップ」の認定団

体となり、現在までの 10年間、新居海岸（国交省直轄工事区間内の 250ｍ）において清掃

活動を行っている。年 3回の清掃活動で現在まで 40 回、参加人員は延べ 2800 人の参加に

より、新居海岸の美化、不法投棄の対策に大きく貢献している。同団体のこの活動は、地

元住民をはじめ、県内外の海岸利用者にも高い評価を得ており、海岸の美化、不法対策、

海岸利用及び地域交流の場としての役割に尽力された。 

 

番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

６ 高知県 団体 
高知県
こうちけん

マリン協会
きょうかい

 

 （会長  廣瀬
ひ ろ せ

 光男
み つ お

） 

(功績概要) 

同団体は、平成 17年 8月より国土交通省主催の「高知海岸パートナーシップ」の認定団

体となり、現在までの 10年間、年 3回新居海岸（国交省直轄工事区間内の 250ｍ）におい

て清掃活動を行っている。なお同団体は、海岸利用者の立場から隣接する「浜辺の駅南風

の郷」と協働し、年 3回の清掃活動で現在まで 31回、参加人員は延べ 1300 人の参加によ

り、新居海岸の美化、不法投棄の対策に大きく貢献している。同団体のこの活動は、地元

住民をはじめ、県内外の海岸利用者にも高い評価を得ており、海岸の美化及び不法投棄の

対策に尽力された。 
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番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

７ 愛媛県 団体 
天理教
てんりきょう

 伊豫分
い よ ぶ ん

教会
きょうかい

 

 （代表役員  石田
い し だ

 肇
はじめ

  ） 

(功績概要) 

同団体は、昭和 58年より現在まで、毎年 1回、愛媛県伊予市双海町の灘町海岸において、

約 100ｍの区間について、会員約 30名で、漂着する空き缶やナイロン等のゴミを拾い集め

る、清掃活動を行っている。さらに、近隣住民への参加を呼びかける等の海岸愛護啓発活

動も実施し、共に清掃活動を行い、海岸環境保全意識の向上に尽力された。 

 

番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

８ 長崎県 団体 
特定非営利活動法人 長崎

ながさき

ビーチサービス 

 （代表理事  草原
そうばる

 美紀
み き

） 

(功績概要) 

同団体は、平成 16年 8月設立（構成員約 100名）以来、毎年 4月から 9月まで月 1

回、毎回 40 人程度が参加し、西海市大瀬戸町雪浦海浜公園（約 400ｍ）の清掃活動を

続けている。また、平成 27 年には、清掃活動の現場において、アカウミガメの産卵孵

化を 13 年ぶりに確認し、地域住民と共に見守る活動を行っている。この他、同団体は

同地区で 5月の連休において「雪の浦ウイーク」と称したイベントを開催し、地元の児

童を対象に、海岸漂着物を利用したアクセサリー作りを指導し、海岸清掃にとどまらず、

地域への海岸愛護・海岸環境保全意識の啓発活動に尽力された。 

 

番号 都道府県名 個人又は団体別 氏名又は団体名 

９ 鹿児島県 個人 村田
む ら た

 和郎
かずろう

  

(功績概要) 

同氏は、平成 13 年 4 月から平成 18 年 3 月まで、夏期（5 月から 9 月まで）浜田・高須

海岸約 2,600mに上陸するウミガメの保護のための保護監視活動を行ってきた。また、平成

18 年 4 月から現在まで、鹿屋市ウミガメ保護監視員に任命され、ウミガメの保護のため夏

期毎日、浜田・高須海岸（約 2600ｍ）に上陸するウミガメの保護のための監視活動を行っ

ている。また、同氏は、行政や小学校・町内会との連携に貢献し、ウミガメの保護を通し

て海岸環境保全及び美しい海岸環境を次世代へと継承するための動植物の保護育成意識の

向上に尽力された。 


